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ワークショップ-１
気候変化が稲作におよぼす影響について、
アジア各国の研究者と活発な議論

　近年の夏季の高温により、西日本ではコメの品質低下が

顕在化しており、今後、気候変化の稲作におよぼす影響が深

刻化するのではないかと心配されます。気候変化が将来、稲

作にどのような影響をおよぼすのかを予測、評価し、将来の

気候に適した稲作技術(適応策)を開発することは、わが国だ

けではなく、水田が広く分布するモンスーンアジアに共通の

課題です。これらの課題に関わる最新の研究成果をアジア

各国の研究者間で共有するため、このワークショップを食

糧・肥料技術センター（FFTC）と共同で開催しました。会場で

は、国レベルでの影響評価から農家レベルでの適応策の実

践例まで、幅広い内容について、アジア9か国から計14件の

報告があり、活発な議論が行われました。

　また、気候変化の影響を正確に評価するためには、気候

モデル、作物モデ

ル、社会経済モデ

ルなど、さまざま

な予測モデルを

開発・改良するこ

とが重要です。ワ

ークショップでは、

気候変化の影響

評価に必要となる、さまざまなモデルの研究を進めている

国際共同研究プロジェクト（AgMIP）のリーダを招き、アジア

各国の研究者がAgMIPにどのように関わっていくのかにつ

いて意見交換を行い、今後の研究方向を話し合いました。

（大気環境研究領域　宮田　明、西森 基貴、

長谷川利拡、石郷岡康史）

ワークショップ-2
モンスーンアジアにおける持続的農業の展望：
生物多様性に配慮した農法と景観管理

　ワークショップ-2では、アジアモンスーン地域における生

物多様性の保全と持続的農業のあり方について検討するこ

とを目的としました。アブバカル（Morales-Abubakar）氏に

よる基調講演では、さし迫る食糧問題と環境問題を解決す

るため、持続的な方法で農産物の増産を図るアジア稲イニ

シアティブ活動の紹介がありました。そこでは、農業生態系

の生物多様性を活用する水田漁業などを稲作と併用するこ

とで農家収入が増加する事例が紹介されました。宮下直氏

による特別講演では、農地周辺の景観構造が生物多様性や

生態系サービスに及ぼす影響メカニズムについて紹介があ

りました。日本、韓国、中国、ベトナムからの国別リポートでは、

各国における環境保全型農業に関する国内事情やその取

り組みによる生物多様性保全効果について報告されました。

これらの講演を通じて、生物多様性に配慮した農法と景観

管理は、農家の経済状況や国レベルの施策によって取り組

み方法が大きく異なること、またそのことが生物多様性研究

の方向性にも表れていることがうかがわれました。このよう

な状況を克服するため、研究者による国際的ネットワークの

構築と環境保全型農業の社会的経済的側面を研究する必

要性が総合討論で議論されました。

（生物多様性研究領域　安田 耕司、池田 浩明）
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　シンポジウム初日の全体会合では、農業環境技術研究所 

宮下理事長、食糧・肥料技術センター（FFTC）永井副所長、

農研機構 井邊理事長のあいさつの後、基調講演と最新の研

究成果を報告する7題の講演が行われました。

　基調講演をいただいた東京大学および国連大学の武内

和彦教授は、国連生物多様性条約第10回締約国会議

（COP10）にて発足した「SATOYAMAイニシアティブ」の推

進に指導的な役割を果たされている生態学者で、アジアに

おける農業環境研究の世界的指導者のひとりです。講演で

は、アジア農村地域における生態系の回復能力（レジリエン

ス）の評価から、伝統的生物生産方式を生かし近代的知識・

技術と組み合わせることにより、気候変動適応対策と生物多

様性対策の両立が可能であることを示されました。これに続

く講演では、インドネシアとスリランカの研究者からそれぞ

れの地域における農業環境課題が紹介されたほか、水資源

からみた課題、地球温暖化に対応するための緩和策・適応

策、およびその食料生産への影響など、モンスーンアジアの

農業環境をめぐる重要な研究課題について最新の成果が

報告されました。

　最後に、翌日の分科会形式ワークショップと関連する国際

ネットワークの紹介を行うとともに、今後の研究の研究方向

や連携強化について総合討論を行いました。限られた時間

での議論ではありましたが、モンスーンアジアにおける農業

環境研究を推進するために、地域国際連携のプラットフォー

ムとしてMARCO活動を継続することの必要性が確認される

など、意義あるシンポジウムとすることができました。

（研究コーディネータ　八木 一行）

MARCOシンポジウム2015
モンスーンアジアにおける農業環境研究の挑戦

　モンスーンアジアの農業環境は、その恵まれた気候条件から水田耕作を中心とした高い持続的生産性と豊富な生物多様性

を維持してきました。しかし、地域の急速な人口増加と経済発展にともなって、農業環境に関するさまざまな問題が顕在化して

います。これに対し2006年、農環研を中心にMARCO(モンスーンアジア農業環境研究コンソーシアム)を設立し、国際的な連携

を推進してきました。今年の8月26日から28日にはつくば国際会議場でMARCOシンポジウム2015を開催し、気候変動、生物

多様性、土壌保全を中心に最新の情報交換を行い、今後のモンスーンアジアにおける農業環境研究の研究方向や連携強化に

ついて議論しました。

全体会合

武内教授による基調講演
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受賞報告

湿潤熱帯アジア農村ランドスケープにおける
生物多様性と生態系サービス評価
　近年、生態系サービスという考え方が広まっています。こ

れは、多様な生物や生態系があることで、私たちは多くの自

然の恵みを享受できるという概念です。しかし、農耕地など

に多様な生物がいることが実際に地域の人たちにどのよう

な恵みをもたらしてくれるのか、まだまだ十分な知見が得ら

れていません。

　大久保研究員は、インドネシア西ジャワの農村を調査し、

果樹や建材樹などを混植したタルンとよばれる伝統的な土

地利用が、作物の受粉や病害虫抑制に必要な生物の多様

性を高める機能を持つこと、このタルンで栽培作物の多様

性を高めることが収益性の向上につながることなどを明ら

かにしました。成果は多くの国際誌論文や著書にもまとめら

れ、世界の生物多様性保全に関する政策提言に大きく貢献

しています。

NIAES トピックス

ワークショップ-３
モンスーンアジアの土壌劣化における土壌保全の挑戦

NIAES トピックス

ちびっ子博士2015
のうかんけん昆虫採集教室

　ワークショップ-3では、MARCOシンポジウムにおいてこれ

までにも取り上げてきた、地域内の土壌情報の利活用や土

壌資源保全について、6か国10名の研究者の講演が行われ、

各国における取り組み状況や今後の課題が報告されました。

フィリピン、インドからは土壌劣化の現状と対策について統

計にもとづく報告、インドネシアからは泥炭土の劣化につい

ての研究、韓国から水田土壌およびイネのカドミウム・ヒ素

汚染の軽減手法、中国から都市土壌劣化および農地土壌に

おける炭素・窒素変動、日本からは、農耕地の土壌侵食、包

括的土壌分類体系および土壌図、重金属汚染、農耕地の炭

素・窒素循環についての研究報告が行われました。

　なお、今年は国連が土壌への社会的関心を高めるために

定めた国際土壌年であり、このワークショップはそれを記念

して開催されました。総合討論では、国際土壌年を主導する 

地球土壌パートナーシップ [事務局は国連食糧農業機関（F

AO）]の枠組みの一つである、アジア土壌パートナーシップ

の今後の活動方針についても、参加者による活発な議論が

行われました。

（研究コーディネータ　荒尾 知人、農業環境 　　

インベントリーセンター　高田 裕介、大倉 利明）

エクスカーション

　シンポジウムの最終日（8月28日）に見学旅行を実施しま

した。まず、午前中に龍ケ崎市塗戸町で100ha以上の水田で

水稲生産を行う農業生産法人、有限会社横田農場を訪問し

ました。横田農場では、農地の集積と大区画化、多品種の組

合せによる田植えや収穫期間の拡大などにより、大面積にも

かかわらず移植、収穫作業をそれぞれ1台の機械で行う効

率的な経営が行われています。一方、一部の区画では有機

栽培を取り入れたり、小学生を対象に田植えや収穫作業を

体験してもらったり、自社生産の米粉を使用したスイーツを

生産・販売したりするなど、多角的な経営にも取り組まれて

います。さらに、農匠ナビ1000（農業生産法人が実証するス

マート水田農業モデル、代表機関九州大学）事業で、水位、

水温等のセンサーを利用した水管理なども試験中です。今

回のエクスカーションでは、今年竣工した最新のライスセン

ターと有機栽培水田を見学しました。参加者からは、今後の

大規模農家経営の見通し、規模拡大における問題点、水位・

水温センサーの活用方法など、さまざまな質問が寄せられ

ました。午後には、つくばみらい市筒戸にあるFACE（開放系

大気CO2増加）実験施設を訪問し、50年後のCO2濃度を想

定した水田実験の様子を視察しました。ここでは、屋外の開

放条件でのCO2の制御方法やその精度、CO2濃度が上昇し

たときの植物の反応などに関して多くの質問が寄せられま

した。最後に、農環研に戻り、農業環境インベントリー展示

館、温室効果ガス発生制御施設、昆虫標本館などを視察し、

見学を終了しました。

（大気環境研究領域　長谷川利拡） 　恒例となった「のうかんけん昆虫採集教室」を、7月28日

（火曜日）と31日（金曜日）に実施しました。今年もたくさんの

小中学生に応募いただき、抽選で選ばれた参加者（小学校3

年生以上）が、3～4人ごとのグループになり、昆虫の研究者

から昆虫採集と標本作りを学びました。

　このイベントは、つくば市などが主催する「つくばちびっ子

博士」のプログラムとして、毎年この時期に実施しています。

今までたくさんの子どもたちが参加し、昆虫や自然環境・農

業への理解を深めてもらう機会となっています。

（広報情報室）

報  告

報  告

　農業環境技術研究所 生物多様性研究領域の 大久保 悟 主任研究員が、日本造園学会の平成26年度学会賞（研究論文部

門）を受賞しました。この賞は、「造園に関する学術的研究論文で造園学の進歩、発展に顕著な貢献をした者」に授与されるもの

です。業績の概要は次のとおりです。

日本の谷津田景観（写真左）と同じような風景を、インドネシア西ジャワの農村（写真右）にみることができます。自然の恵みを利
用していた、かつての日本の里山の様子を理解するために、インドネシアの農村で調査した結果が今回の受賞業績になりました。

日本 インドネシア

横田農場のライスセンター


